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２章 概要と本質的価値 

 

 

（1）野幌原始林の自然環境の特徴 

 特別天然記念物野幌原始林は、札幌の東に広がる野幌丘陵上に位置し、標高は 30～100ｍ、東西 2km、

南北 1.6km ほどの広がりを持っています。野幌丘陵はおおよそ 50 万年前に隆起を開始したと考えら

れています。何層かの地層が積み重なっており、上部の地層からはナウマンゾウとマンモスゾウの臼

歯化石が発見されています。これらのゾウが生息していた年代は、おおよそ４万５千年前とされてお

り、地層から採集した花粉化石を分析したところ、当時はトウヒ属を主体とした針葉樹林が発達して

いたと考えられています。その上部には、おおよそ４万年前に噴火した支笏火山由来の火砕流堆積物

が堆積しています。北広島市内の分布では、全体に堆積を確認できますが、南側の島松地区が特に厚

く堆積しています。 

 1921 年（大正 10 年）から指定されている既指定地は、石狩森林管理署の広島林道が敷設されてい

る東西に伸びた尾根の両側に分断された形となっており、2019 年（令和元年）に追加された指定地は

裏の沢川とその支流沿いに帯状に広がっています。この尾根の北側は沢沿いを除いて緩やかな地形で

あるのに対し、尾根の南側は傾斜が急になっています。指定地の植生は、このような地形条件や支笏

火山の火砕流堆積物の土壌特性の影響を受けて成り立っています。 

 野幌丘陵は全般に森林植生が卓越し、現在は道路などで分断されながらも恵庭市島松沢を経て支笏

湖方面に連続しています。指定地は落葉広葉樹林または針広混交林となっており、その北側にある野

幌森林公園（江別市・札幌市）の中にある自然林と種組成はほぼ同質となっています。たびたび台風

などの影響を受けてきましたが、伐採の影響はほとんど受けていないため、多くの巨木を含む原生的

な林相となっています。2022 年（令和 4 年）の調査からは、胸高直径が 1m 以上の巨木が 100 本程

度生育することが推定できます。また、石狩低地帯の低地～丘陵地では一般に針葉樹のトドマツが自

生することはまれであるのに対し、指定地ではトドマツが主要樹種の一つであり、この森林の特徴と

なっています。 

 指定地は、全般にはエゾイタヤ-シナノキ林タイプの森林となっています。また、沢沿いではヤチダ

モ、ハルニレ、カツラなどからなる湿性林、平坦部にはハルニレ林、2019 年（令和元年）の追加指定

地などにはミズナラ・コナラ林が見られ、本来この地域の自然林を構成している多様なタイプの森林

が含まれています。それぞれの森林で生物相が異なることから、地域の生物多様性保全において大き

な役割を持っていると言えます。 
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 針葉樹のトドマツは、明治期の森林資源管理のもとで一時的に増加したものの、台風の影響等によ

り減少し、現在はトドマツ林・針広混交林といえるような林分はほとんど見られませんが、一部でま

とまった生育が確認されています。また自生する針葉樹としてはイチイも広葉樹に混じって多く生育

しています。なお、指定地の周辺の植林地には、トドマツも多く植えられており、人工林としても分

布しています。 

 林床は、沢沿いなどを除いてほぼ全域でチシマザサが密生しています。このため現在は単調な林床

植生となっており、高木類の天然更新も制限されています。しかし、林内を歩くと、ところどころに

若い広葉樹のパッチ（個体が群状に分布する場所）が観察されることから、不定期的なチシマザサの

斑状枯死が生じ、それをきっかけに高木類が更新しているものと思われます。 

 指定地周辺ではエゾシカの生息数が増加し、特定の樹種で食痕が目立っています。特に、オヒョウ

は 2020 年（令和 2 年）前後に樹皮を剥がされて枯死したと思われる個体が非常に多く観察されます。

また、トドマツでは数少ない稚樹や幼木にオスジカの角こすり痕が多く見られ、そのうちのかなりの

個体が枯死しており、エゾシカがトドマツの更新阻害要因となっています。指定地周辺のトドマツ人

工林がエゾシカの越冬地となっているため、特に人工林と隣接するような場所で樹皮剥ぎが多い傾向

が見られます。 

 指定地の動植物相については、2020 年（令和 2 年）からの緊急調査や、隣接地のボールパークや

道路建設に伴う環境調査によって部分的に明らかになっています。隣接する道路予定地周辺の調査で

は、植物 406 種、鳥類 89 種、両生爬虫類 4 種、ほ乳類 7 種、昆虫 646 種などが確認されています。

また、周辺地域に含まれている北広島レクリエーションの森の動植物相については、市民グループに

より継続的な調査が行われており、2023 年（令和 5 年）には環境省のモニタリングサイト 1000 里地

調査の調査サイトとして登録され、植物・鳥類・哺乳類・カエル類・ホタル類の定点調査が実施され

ています。基本的には同じ野幌丘陵にある野幌森林公園と近い動植物相と考えられますが、指定地に

限定した詳しい調査はほとんど実施されていません。追加指定地については植物相調査が 2020 年（令

和 2 年）に行われ、外来種等を含めて 320 種が確認されています。 

 指定地のうち、国有林の既指定地は全て森林環境のため、森林性の動植物が生息しています。大き

な沢や湿地などはないため、水生の生物は少ないと考えられます。希少種としては、天然記念物のク

マゲラが確認されています。 

 ※対象区域周辺で確認されている動植物については資料編を参照。 
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対象区域で見られる代表的な動植物の写真 ※以下追加予定 
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図 2-1 対象区域の地形（傾斜分布） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 対象区域の表層地質分布 
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図 2-3 対象区域の林種区分（国有林・民有林） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 対象区域の植生・森林分布（2022 年度事業作成） 
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図 2-5 北広島市～江別市における森林分布（1）国土地理院空中写真 


